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祝
成
人 

 

小
笠
原
村
で
今
年
め
で
た
く
成
人
さ
れ
た
方
々
を

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

市
橋 

咲 
 
  

 

森
田 

康
平 

 
 
 
 

新
島 

碧 

天
白 

涼
介  

 

柴 

海
里 

 
 

 
 
 

繁
藝 

ひ
な
子 

加
藤 

夏
海  

 

牛
島 

貴
之 

 
 
 
 

横
山 

莉
菜 

吉
山 

雄
紀  

 

浅
沼 

優
海 

 
 
 
 

小
俣 

天
斗 

貝
吹 

由
貝  

 

牧
山 

国
松 

 
 
 
 

松
原 

澪 

川
越 

美
南  

 

向
後 

響 
 
 

 
 
 

上
條 

雅
史 

佐
藤 

慧 
 
  

 

セ
ー
ボ
レ
ー 

希
胤  

 

友
野 

海 

（対
象
者 

敬
称
略
） 

式
典
は
、
１
月
１
日
に
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
18
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。 

出
席
者
一
人
ず
つ
、
新
成
人
の
誓
い
の
言
葉
を
力

強
く
述
べ
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
が

た
く
さ
ん
参
列
さ
れ
、
温
か
く
晴
れ
や
か
な
式
と
な

り
ま
し
た
。 

今
後
の
新
成
人
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。 
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

1/23現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

12月気象状況   （父島） 

最高気温   24.6℃ 

最低気温   13.9℃ 

平均気温   19.8℃ 

平均湿度   67％ 

月降水量   139mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（1/1）  
 

 

             2,534人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,078人   456人 
 
 

 

  世帯      1,160    249 

ＮＯ．６４０ 

平成 27年(2015) 

2/１(日)  

小 笠 原 村 消 防 団 出 初 式 

小笠原村消防団 放水演習（父島） 小笠原村消防団 母島分団 

 

小

笠

原

村

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

 

 1 月 6 日に母島沖港野積場で母島分団出初式が、1 月 12 日(月)に父島二見港船客待合所で小笠原村消防団出初式が挙行されまし

た。 

多くの村民の皆さまが見学される中、式典および放水演習を行うことができました。 

式典終了後は、消防車の体験乗車に多くの子供たちが集まり、未来の消防団員の笑顔で車内は満ち溢れていました。 

◆出初式で表彰および紹介した平成26年中の表彰◆ 

【消防団員表彰】 

 勤 続 3 0 年 特 別 表 彰  赤石 一昌 団長(父島)  佐々木 英樹 班長(父島) 

 小 笠 原 村 長 特 別 功 労 賞  林 信昭 団員(父島)   比企 理史 団員(母島) 

 小 笠 原 村 長 功 労 賞  上川 耕治 団員(母島)   芝崎 利行 団員(母島)  

 日 本 消 防 協 会 精 績 章  森本 かおり 団員(父島) 

 東 京 都 消 防 協 会 功 労 団 員 表 彰  小松 武人 班長(母島) 

 東 京 都 消 防 協 会 優 良 団 員 表 彰  阪本 紀子 団員(父島)  折田 修一 団員(母島) 
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小
笠
原
中
学
校
学
校
公
開
お
よ
び 

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 

平
成
26
年
度
小
笠
原
中
学
校
道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。  

 

小
笠
原
中
学
校
で
は
、
「豊
か
な
心
を
育
み
、
自
ら

考
え
実
践
す
る
意
識
を
高
め
る
道
徳
教
育
」を
年
間

テ
ー
マ
と
し
て
、全
校
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

保
護
者
・
卒
業
生
・
地
域
の
皆
さ
ま
方
の
ご
参
観

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
学
校
公
開
】 

《
日
時
》
２
月
５
日
（木
）～
７
日
（土
） 

 
 
 
 

平
常
授
業
（午
前
８
時
20
分
～
午
後
３
時
20
分
） 

※
全
期
間
を
通
じ
て
、
校
舎
内
で
は
「教
科
作

品
の
展
示
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
】 

《
日
時
》
２
月
７
日
（土
） 

〇
１
～
５
校
時
は
平
常
授
業 

（午
前
８
時
20
分
～
午
後
２
時
20
分
） 

 
 

〇
六
校
時 

道
徳
授
業 

（午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分
） 

 
 
 
 

〇
意
見
交
換
会 

 
 
 

（午
後
３
時
30
分
～
４
時
10
分
） 

 

【
そ
の
他
】 

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

  
 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

２
―
２
５
０
２ 

 

軽
自
動
車
な
ど
の
各
種
届
出 

 

◎
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
、
所
有
者
変
更
、
転
出
な

ど
の
手
続
き
は
お
早
め
に
！ 

 

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
な
ど
を
登
録
し
て
い
る
方
に
課
税
し
ま
す
。 

車
両
を
廃
棄
し
た
り
、
知
人
に
譲
る
な
ど
し
て
車

両
の
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所

管
の
窓
口
で
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
な
い

ま
ま
４
月
１
日
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
登
録
し
て
い

る
方
に
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

小
笠
原
村
ナ
ン
バ
ー
以
外
の
車
両
は
、
内
地
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
所
管
の
窓
口

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

は
５
月
11
日
に
発
送
し
ま
す
。 

                  

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
申
込
み 

 

ポ
ン
コ
ツ
車
（使
用
済
自
動
車
・廃
バ
イ
ク
・古
タ

イ
ヤ
）の
島
外
搬
出
は
、共
勝
丸
の
運
航
ご
と
に
調
整

を
行
っ
て
お
り
、
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
申

込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
年
度
末
は
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
年
度
内
の
搬
出
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
早
め
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
使
用
済
自
動
車
に
つ
い
て
は
海
上
輸
送
費

の
８
割
が
公
益
財
団
法
人
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

セ
ン
タ
ー
よ
り
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

土
地
・家
屋
の
用
途
変
更
の
届
出 

  

固
定
資
産
税
の
か
か
る
土
地
や
家
屋
は
、
現
況
の

用
途
に
応
じ
て
課
税
し
て
い
ま
す
。
土
地
や
家
屋
の

用
途
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
は
、
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。 

○
家
屋
の
用
途
が
変
わ
っ
て
い
る
と
き 

（例
）民
宿
か
ら
居
宅 

○
家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
改
築
し
て
い
る
と
き 

（例
）裏
庭
に
倉
庫
を
建
て
た 

○
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取
り
壊
し
て
い
る
と
き 

（例
）離
れ
を
取
り
壊
し
た 

○
土
地
の
利
用
状
態
が
変
わ
っ
て
い
る
と
き 

（例
）畑
か
ら
山
林 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

第
１
回
教
育
委
員
会 

  

教
育
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま 

す
。 

【
平
成
27
年
第
１
回
教
育
委
員
会
】 

《
日
時
》
２
月
13
日
（金
）午
前
10
時
～ 

《
場
所
》 

〇
小
笠
原
村
役
場
第
２
庁
舎
２
階
会
議
室 

 
 

〇
母
島
小
中
学
校
交
流
室
（Ｔ
Ｖ
会
議
） 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
は
割
引
が

あ
り
ま
す 

 

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前
払
い
す
る
と
割
引

が
あ
る
「前
納
」と
い
う
制
度
が
あ
り
、
口
座
振
替
に

よ
る
「前
納
」と
現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
に
よ
る
「前
納
」が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
口
座
振
替
で
「前
納
」さ
れ
る
と
現
金
納
付

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
る
「前
納
」よ
り
も

割
引
額
が
多
く
お
得
で
す
。 

口
座
振
替
に
よ
る
６
か
月
（４
～
９
月
分
）、
１
年

お
よ
び
２
年
前
納
の
お
申
し
込
み
期
限
は
平
成
27

年
２
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（４
月
末
に
口
座
か

ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
） 

詳
し
く
は
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
港
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

港
年
金
事
務
所 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
燃
料
油
価
格
調
整
金 

補
助
金 

 

３
月
の
お
が
さ
わ
ら
丸
燃
料
油
価
格
調
整
金
は

「プ
ラ
ス
４
ゾ
ー
ン
」と
な
り
ま
す
の
で
、「お
が
さ
わ

ら
丸
燃
料
油
価
格
調
整
金
補
助
」の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。 

補
助
の
対
象
は
往
復
と
も
補
助
対
象
期
間
に
乗
船

し
た
場
合
と
な
り
ま
す
の
で
、
往
き
の
父
島
乗
船
日

が
２
月
以
前
で
あ
っ
て
も
帰
り
が
３
月
に
な
る
場
合

は
補
助
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。 

補
助
金
の
申
請
期
限
は
、
帰
り
の
東
京
乗
船
日
か

ら
１
か
月
以
内
と
な
り
ま
す
の
で
お
忘
れ
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
２
月
12
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

二
輪
車 

（
排
気
量
１
２
６
㏄ 

以
上
） 

軽
自
動
車 

（
二
輪
車
は
除
く
） 

小
型
特
殊
自
動
車 

 

（
農
耕
作
業
用
、 

 
 
 

そ
の
他
の
も
の
） 

原
動
機
付 

自
転
車 

車
種
区
分 

原
付
バ
イ
ク 

（
排
気
量 

１
２
５
㏄
以
下
） 

ま
た
は
、 

三
輪
以
上 

（
排
気
量
50
㏄ 

以
下
） 

関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局 

０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
３
０ 

軽
自
動
車
検
査
協
会 

東
京
主
管
事
務
所 

０
５
０
―
３
８
１
６
―
３
１
０
０ 

小
笠
原
村
役
場 

財
政
課
税
務
係
２
―
３
１
１
２ 

母
島
支
所    

３
―
２
１
１
１ 

 
 

手
続
窓
口 
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※１ 通勤のために交通機関等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場合

の通勤距離が片道 2km以上であること。 

※２ 通勤のために自動車等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場合の

通勤距離が片道 2km以上であること。 
 

９．その他の手当②（担当業務及び勤務実績に応じて支給されるもの）の状況   

手当名 区分 支給額 

特殊勤務手当 
（著しく危険、不快、不健康、困

難な勤務、その他著しく特殊な勤

務に従事したときに支給される手

当） 

困難な徴収業務従事手当 
庁内 250円/日額 

庁外 700円/日額 

看護業務従事手当 

勤務時間外の拘束時間 

    １時間 30 分以下

1,000円/回 

16 時間 15分以下 

       4,000円/回 

     超 8,000 円/回 

夜間看護等手当 全部勤務で 6,800円/回 

放射線業務手当 280円/日 

緊急登院手当 1,000円/回 

救急業務従事手当 1,000円/回 

火葬場運転手当 1,500円/件 

特殊作業手当 1,200円/件 

浄水場運転手当 800円/日 

超過勤務手当(一般行政職) 
（正規の勤務時間を越えて勤務

した時に支給される手当） 

１人当たり平均支給月額 63,743円 

（平成 25 年度実績） 

管理職特別勤務手当 

(一般行政職) 
管理職１人当たり平均支給月額 10,250 円 

（平成 25 年度実績） 

 

※特別会計の職員給与費は含まれていませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況  
                                           （平成 26年 4月 1日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

級  人数(人) 割合（％）  人数(人) 割合（％） 

主事級  

26

年

度 

7 9.86  

25

年

度 

8 11.76 

主任級 12 16.90 8 11.76 

係長級 27 38.03 28 41.18 

課長補佐級 12 16.90 9 13.24 

課長級 13 18.31 15 22.06 

村職員給与の状況 

※一般行政職とは、総務省による地方公務員給与実態調査によって区分される、税務

職、医師職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職のいずれにも該当しない職員

をさします。 

 

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

一般行政職 309,700 円 374,100 円 44.4 歳 

年代別平均給料月額、平均給与月額 

20～31 歳 199,700 円 250,500 円  

32～39 歳 259,000 円 323,600 円 

40～51 歳 333,300 円 418,800 円 

52～60 歳 373,100 円 404,600 円 

 ※給与は給料に扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当等の月額を加算したものです。 

５．期末・勤勉手当の状況 (平成 25 年度）   

区分 小笠原村 国 

 6 月期 
期末 1.225 月 期末  1.225 月 

勤勉  0.675 月 勤勉 0.675 月 

12 月期 
期末  1.375 月 期末  1.375 月 

勤勉 0.675 月 勤勉 0.675 月 

合計 3.95 月 3.95 月 

※24 年度より、勤勉手当については成績率を導入しています。0.675 月は基準値。 

６．特別職の給料・報酬および期末手当の状況（平成 25 年度） 

 

 

 

区分 給料・報酬の月額  （単位：円） 期末手当支給割合 

村長 

給料 

650,000 

6 月期   1.4 月 

12 月期  1.55 月 

 

副村長 580,000 

教育長 550,000 

議長 

報酬 

240,000 

副議長 195,000 

委員長 185,000 

副委員長 180,000 

議員 176,000 

 

※人件費には、特別職に支給される給料

報酬等が含まれています。 

１０．退職手当の状況 

区分 
普通退職 定年退職 

（月分） （月分） 

支
給
率 

勤続 20 年 24.25  33.50  

勤続 25 年 32.50  43.50  

勤続 35 年 49.75  59.20  

最高限度 59.20  59.20  

加算措置 定年退職の場合、調整金が加算されます。 

退職時の特別昇給 なし 

 

３．職員の初任給（給料）の状況 （平成 26年 4月 1日）

日）日） 

（単位：円） 

区分 
小笠原村 国 

初任給 採用 2 年後 初任給 採用 2 年後 

一般行政職 
大学卒 172,200 182,400 172,200 182,400 

高校卒 140,100 147,200 140,100 147,200 

 

８．その他の手当①（毎月決まって支給されるもの）の状況   

手当 区分 小笠原村 国 

扶養 

手当 

配偶者 13,000 円 13,000 円 

配偶者以外の扶養親族 １人当たり 6,500 円 １人当たり 6,500 円 

その他の扶養親族 １人当たり 5,000 円 １人当たり 5,000 円 

住宅

手当 
賃貸住宅 

支給限度額  

27,000 円 

支給限度額 

 27,000 円 

通勤

手当 

交通機関利用者 

（※1） 

原則６か月定期券額を支給 

１か月あたりの支給額限度 

30,000 円 

原則６か月定期券額を支給 

１か月あたりの支給額限度 

55,000 円 

自動車等の利用者 

（※2） 

通勤距離に応じて 

原則１か月分を一括支給 

通勤距離に応じて 

原則１か月分を一括支給 

 

 

１１．定員の状況

（育児休業 

（育児休業・休職者含む。）      （平成 26年 4月 1日） 

区分 職員数 対前年増減数 
主な増減理由 

部門 平成 25 年 平成 26 年 平成 25年 平成26年 

普通会計 

議会 2 2 0 0   

総務 27 

 
29 0 

 

 

 

2 欠員補充 

税務 3 3 0 0  

民生 30 31 1 1 欠員補充 

衛生 34 34 2 0  

農林水産 1 1 0 0   

商工 4 4 0 0  

土木 10 10 0 0   

教育 5 4 1 △1 過員解消  

小計 116 113 

 

3 2   

公営企業等 

会計 

水道 3 3 0 0   

その他 3 3 0 0   

小計 6 6 0 0   

合計 122 124 3 2   

 

 

 

職員の給与は、村会議の審議を経て、条例で決められています。 

村民の皆さんにご理解いただく参考として職員給与などのあらましをお知らせします。 

公表データは、平成 26年地方公務員給与実態調査の調査結果として総務省に報告したものです。 

※その他手当…管理職手当、単身赴任手当、宿日直手当、 医師業務手当、診療所長手当 

 

１．人件費の状況（単位：千円） 

 （平成 25 年度普通会計決算） 

２．職員給与費の状況（単位：千円） 

 （平成 25 年度普通会計決算） 

７．一般行政職員の級別状況（平成 26年 4月 1 日） 

人件費 

942,513 

（20.57％） 

歳出額 

4,582,064 

期末勤勉手当 

127,857 

職員手当 

131,394 

給料 

375,602 

計 634,583 

職員数 117 人 
一人当たり給与費 

5,424 
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個人の所得（収入）に関する税の申告には、国税の所得税および復興特別所得税の確定申告と、村・都民税（地方税）の申告が

あります。この確定申告は、１年間に得た収入（所得）と税額を自ら計算し確定申告書を税務署に提出（申告）・納税したり、源

泉徴収された税額などの過不足を精算する手続きです（「村・都民税申告」の詳細については次号（３月号）をご覧ください）。 

【申告期間】（１）平成２６年分の所得税および復興特別所得税 ①の確定申告：平成２７年２月１６日(月)から３月１６日(月) 

        なお、還付申告については、平成２７年２月１３日（金）以前でも行えます。 

        また、贈与税 ②の申告も、平成２７年３月１６日（月）まで。 

            個人事業者に係る消費税申告および地方消費税 ③の確定申告は、平成２７年３月３１日（火）までです。 

      （２）平成２７年度の「村・都民税申告」：平成２７年３月１６日(月)まで 

【提出場所】（１）①・②・③の申告書：芝税務署（郵送による提出も可）。 

        なお、①と③の申告書は村役場でも「仮受付」を行い、まとめて税務署に郵送します。 

（２）村・都民税申告書（平成２７年１月１日現在、小笠原村に住所のある方）：村役場財政課税務係・母島支所庶務係  

【納付期限】 ①と②は平成２７年３月１６日(月)まで、③は平成２７年３月３１日(火)まで 

        ※新規で口座からの振替納税を利用する場合には、各税目の納期限までに「依頼書」を税務署に提出してください。 

 
～ 国税（①・②・③）の申告書の作成にあたって ～ 

◇申告書は納税者自らが税法に従い計算して作成し（：自書作成。税理士に依頼する場合を除く）、申告・納付していただくこと

になっております（：申告納税制度）。申告書は、｢確定申告の手引き｣などを参考にして作成してください。なお、簡易な申告

内容のご相談であれば、村役場で対応可能ですが、事業収入、株式や不動産の譲渡などの相談などがある場合には、税理士のご

利用や税務署へのお問合せ、また、以下の「芝税務署・東京税理士会による出張申告相談」をご活用ください。 

◇国税庁のホームページ（http://www.nta.go.jp/）には「確定申告特集ページ」があり、その中の「確定申告書等作成コーナー」

では手軽に確定申告書や決算書などを作成することが可能です。画面に従って必要事項を入力することで自動的に計算され、入

力が終われば（入力作業途中で中断：保存することもできます）申告書を印刷してそのまま税務署に提出できます。ご利用の際

には、国税庁のホームページ内の Web-TAX-TVの「確定申告書等作成コーナーの利用方法」もご覧ください。 

 また、「確定申告特集ページ」では、手書き用の申告書や届出書などほとんどの様式、手引き、記入例などがダウンロード（取

得）でき、税制の改正点や申告に関するＱ＆Ａなども確認できます。なお、インターネットを利用して、国税に関する申告や納

税、申請・届出などの手続ができるシステム：e-Taxも特集ページからご利用いただけます。 

 

 

 
 所得税および復興特別所得税など（国税）の「確定申告」と「村・都民税申告」  

～ ①の確定申告が必要な方 （詳細については、前述の「確定申告特集ページ」をご確認ください） ～ 

(1)事業を営んでいる方や不動産収入のある方 (2)給与所得者で、◇年末調整されていない方 ◇給与所得・退職所得以外で２０万

円を超える所得がある方 ◇源泉徴収されていない方 など (3)公的年金などの所得金額から所得控除を差し引いても残額のある

方。ただし、公的年金などの収入金額が400万円以下で、他の所得金額の合計が２０万円以下の場合申告の必要はありません（村･

都民税の申告は必要） (4)不動産を売却された方や保険などの満期金を受け取った方 (5)次の場合、確定申告により税金が還付さ

れる場合があります ◇平成２６年中にマイホームを住宅ローンで取得した方 ◇高額の医療費を自己負担した方 ◇国や地方

公共団体、特定公益増進法人などに寄付金を支払った方 ◇所得税の減免や雑損控除を受ける方 など 

 ～ 確定申告関係書類の配布について ～ 

事業者など毎年申告している方は税務署から郵送されます（ドック明けの便の見込み）。関係書類が届かない場合や、新たに事

業を開始した方、還付申告などをされる方は、村役場の窓口でも配布します（２月の第１週（４日頃）からの予定です）。 

なお、すでに手引きや記入例、申告に必要な書類のほとんどが「確定申告特集ページ」からダウンロードできます。 

 

 

 
 芝税務署・東京税理士会による出張申告相談  

◇この相談会は、税務署職員や税理士が行い、村内で直接税務署や専門家に相談できる唯一の機会ですので、国税に関する 

 些細な疑問から相談までお気軽にご活用ください。 

◇ご来場の際には、源泉徴収票や、国民年金保険料の支払証明書、国民健康保険・介護保険の保険料の支払金額・日付の確認でき

る書類（領収書など）、生命保険料や地震保険料の控除証明書、そのほかの所得控除や申告する内容がある場合にはそれぞれ必要

とされる各種書類など、印鑑や筆記具をお持ちください。また、事業者の場合には、帳簿や過去の申告書の控え、消費税課税事業

者の場合には、「課税事業者届出書」の控えや「簡易課税制度選択届出書」の控えなどもお持ちください。 

 

 

 《 母島 》日程 ２月２２日(日) ・ ２３日（月) 

     場所 母島支所 ２階会議室 

 

《 父島 》日程 ２月２５日(水) ～ ３月１日(日) 

     場所 地域福祉センター多目的ホール 

 

コーナー」を自由に使える端末がありますので、ご自身で作成・印刷し、その場で提出まで可能です。 

 

※ 受付時間は、午前９時から 午後４時まで（正午～午後１時３０分はお昼休みとなります）。 

 ※ お早目に準備をしていただき、ご質問やご相談がある場合には、ぜひこの機会をご活用ください。 

 ※ 土・日曜日の相談会について  税理士のみによる相談会となります。会場には、「確定申告書等作成 

 

【問合せ先】 ●芝税務署 03-3455-0551（自動音声でご案内しております）   ●財政課税務係 2-3112 
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父
島
保
育
園
児
募
集
・申
込
期
間 

  

平
成
27
年
度
の
父
島
保
育
園
の
入
園
児
（
平
成

27
年
４
月
入
園
）の
申
込
用
紙
受
付
期
間
は
次
の
通

り
で
す
。 

【
申
込
期
間
お
よ
び
用
紙
配
布
】 

 
 

２
月
９
日
（月
）～
20
日
（金
） 

 

※
入
園
希
望
の
方
は
、
必
ず
期
間
内
に
申
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
在
園
児
で
引
き
続
き
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
も

新
た
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
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ま
た
、
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
る
幼
児
は
、
お
早
め
に
父
島

保
育
園
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
申
込(

入
園)

資
格
】 

《
契
約
児
》
４
月
１
日
現
在
、
満
２
歳
か
ら
小
学

校
入
学
前
ま
で
の
幼
児
（平
成
21
年
４
月
２
日

生
ま
れ
か
ら
平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま

で
）で
、
保
護
者
の
労
働
・疾
病
な
ど
の
理
由
に

よ
り
「保
育
に
欠
け
る
」と
認
め
ら
れ
る
幼
児
。 

 

《
就
学
前
保
育
児
》
契
約
児
以
外
の
幼
児
で
、
平

成
28
・
29
年
度
就
学
予
定
の
幼
児
。
（た
だ
し
、

平
成
29
年
度
就
学
予
定
の
幼
児
に
つ
い
て
は
、

総
定
員
60
名
の
範
囲
内
で
受
け
入
れ
ま
す
。
） 

第４２回小笠原ロードレース大会結果 
１月１８日に実施されましたロードレース大会の、各部門の上位結果を紹介いたします。 

【小学生低学年男子の部 ２ｋｍ】 

第１位 小野寺鼓童 8分 9秒 

第２位 永冨 正啓 8分 51秒 

第３位 ｵｵﾋﾗ ﾛｰｷ   8分 57秒 

【小学生低学年女子の部 ２ｋｍ】 

第１位 大髙 春風 9分 55秒 

第２位 大田 優奈 10分 26秒 

第３位 川上  楓 10分 27秒 

【小学生高学年男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 高野 一海 16分 15秒 

第２位 大髙 慧士 16分 24秒 

第３位 仲島 暖人 16分 36秒 

【小学生高学年女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 鯰江 咲子 17分 12秒 

第２位 関口 碧海 19分 32秒 

第３位 那須 亜月 19分 34秒 

【中学生男子の部 ６ｋｍ】 

第１位 和田 稜泉 24分 31秒 

第２位 山本 雄太 26分 22秒 

第３位 亀山 知熙 27分 1秒  

【中学生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 上床のどか 17分 21秒 

  第２位 楜澤  風 17分 38秒 

  第３位 猪村 朝花 18分 35秒 

 

【高校生男子の部 ６ｋｍ】 

  第１位 浅沼 洋介 24分 27秒 

  第２位 前澤 良音 25分 4秒 

  第３位 岡本 良也 25分 17秒 

【高校生女子の部 ４ｋｍ】 

  第１位 森岡 瑞稀 18分 50秒 

  第２位 田澤 杏奈 19分 53秒 

  第３位 髙橋ひかる 20分 23秒 

【一般男子の部 ６ｋｍ 】 

第１位 山下 淳一 20分 26秒 

第２位 花宮 義和 20分 39秒 

第３位 櫻井慎太郎 22分 26秒 

【一般男子の部 ４ｋｍ】 

第１位 五十里圭紀 18分 23秒 

第２位 一木 重夫 19分 42秒 

第３位 横谷 晃治 33分 15秒 

【女子の部 ４ｋｍ】 

第１位 尾原 悠里 16分 50秒 

第２位 神谷さやか 17分 25秒 

第３位 坂本  瑠 19分 51秒 

 

【団体の部 男子 ６ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 ＪＭＡ    2時間 3分 9秒 

第２位 役場男子    2時間 5分 27秒 

第３位 小笠原高校   2時間 7分 10秒 
 

 

【団体の部 女子 ４ｋｍ】上位５名の合計 

第１位 小笠原中学校 1時間 32分 32秒 

第２位 小笠原小学校 1時間 36分 27秒 

 第３位 なかよし   1時間 37分 40秒 

 

以上が各部門の表彰者です。（敬称略） 

 

強風の中、参加選手は力強く走りました。 

大会の運営にご協力いただきました各関係機関および諸団体の皆さまに、紙面を借

りてお礼申し上げます。 

 

●問合せ先  小笠原ロードレース大会実行委員会（教育委員会内）２―３１１７ 
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【
入
園
説
明
会
に
つ
い
て
】
２
月
６
日
（金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

に
お
い
て
入
園
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
申
込
書
類

の
説
明
な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

申
込
み
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
２
月
20
日
（金
）ま
で 

【
診
療
日
程
】
２
月
27
日
（金
）･

28
日
（土
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

東
京
都
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

弦
楽
四
重
奏 

 

東
京
都
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏

小
笠
原
公
演
を
開
催
し
ま
す
。 

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
９
日
（月
） 

 

《
開
場
》
午
後
６
時
30
分 

 

《
開
演
》
午
後
７
時 

《
会
場
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

※
今
回
は
会
場
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
10
日
（火
） 

 

《
開
場
》
午
後
６
時
30
分 

 

《
開
演
》
午
後
７
時 

《
会
場
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

【
出
演
】 

《
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
》
横
山 

和
加
子
、
塩
田 

脩 

《
ヴ
ィ
オ
ラ
》
小
林 

明
子 

《
チ
ェ
ロ
》
松
岡 

陽
平 

《
ソ
プ
ラ
ノ
》
三
宅 

理
恵 

【
曲
目
】弦
楽
四
重
奏
曲
第
８
番
、か
ら
た
ち
の
花
、

Ｌ
Ｅ
Ｔ 

Ｉ
Ｔ 

Ｇ
Ｏ
ほ
か 

（曲
目
や
出
演
者
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
デ
ジ
ア
ナ
放
送
の
終
了 

 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
に
よ
る
放
送
が

次
の
日
時
を
持
っ

て
終
了
し
ま
す
。 

 
 

対
象
と
な
る
テ

レ
ビ
に
は
、
画
面

に
次
の
よ
う
に
告

知
表
示
が
さ
れ
て

い
ま
す
。 

対
象
と
な
る
テ

レ
ビ
で
視
聴
さ
れ

て
い
る
方
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送

用
テ
レ
ビ
へ
の
買

い
替
え
、
デ
ジ
タ

ル
放
送
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
購
入
な
ど
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
放
送
終
了
日
時
】
３
月
31
日(

火)

午
後
２
時 

※
１
月
号
に
て
終
了
時
間
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
７
８
０ 

 

東
京
都
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸 

付
事
業 

 
 

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
の
受
験
料
、
受
験
に
係
る
交
通
費
・
宿
泊

費
、
学
習
塾
受
講
料
な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
貸
付
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
の
子
供

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
貸
付
金
は
貸

付
対
象
の
学
校
に
入
学
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
返

済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

【
貸
付
金
の
内
容(

金
額
は
上
限
額)

】 

《
受
験
料
貸
付
金
》 

 

〇
中
学
３
年
生 

２
万
７
千
４
０
０
円 

〇
高
校
３
年
生 

10
万
５
千
円 

《
交
通
費
等
貸
付
金
》 

 

〇
往
復
交
通
費 

８
万
４
千
円 

 
 

〇
宿
泊
費 

 
 

３
万
円 

《
学
習
塾
受
講
料
貸
付
金
》
20
万
円 

 

【
貸
付
要
件
】
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
ご
利
用

で
き
ま
す
。 

〇
世
帯
の
生
計
中
心
者(

20
歳
以
上)

で
あ
る
こ
と 

〇
課
税
所
得
ま
た
は
総
収
入
金
額
が
一
定
以
下
で 

あ
る
こ
と 

①
課
税
所
得
60
万
円
以
下 

②
総
収
入
額
が
扶
養
人
数
１
人
の
場
合
２
６
０

万
円
以
下(

以
下
扶
養
人
数
が
１
人
増
え
る

ご
と
に
60
万
円
加
算) 

〇
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
世
帯
で
６
０
０
万 

円
以
下
で
あ
る
こ
と 

〇
土
地
・建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と(

現
在
居 

住
し
て
い
る
場
所
は
除
く) 

〇
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
こ
と 

〇
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と 

【
申
込
み
期
限
】
申
込
書
の
提
出
期
限
は
２
月 

20

日
（金
）で
す
。
必
要
書
類
に
不
備
が
あ
り
ま
す
と

申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

父
島
保
育
園
非
常
勤
職
員
（保
育
補
助

員
）の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
保
育
補
助
員
１
～
２
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
採
用
予
定
日
お
よ
び
期
間
】 

４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
、
午
前
８
時
～

午
後
５
時
。
（週
29
時
間
以
内
）月
毎
の
シ
フ
ト
に

な
り
ま
す
。
時
間
な
ど
要
相
談
。 

【
時
間
給
】 

１
千
２
９
０
円
（資
格
有
） 

 

１
千
０
３
０
円
（資
格
無
） 

【
応
募
資
格
】
村
内
に
在
住
す
る
方 

【
募
集
要
項
の
配
布
】
２
月
２
日
（月
）か
ら
村
役
場

村
民
課
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
２
月
13
日
（金
） 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

２
月
は
、
固
定
資
産
税
（第
４
期
）お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
（第
４
期
）の
納
期
で
す
。 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
３
月
２
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

第
28
回
く
ら
し
の
法
律
・税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」に
よ
り
「第
28
回
く
ら
し
の

法
律
・税
金
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。 

【
く
ら
し
の
法
律
・税
金
相
談
・遺
言
相
談
】 

 
 

皆
さ
ま
の
法
律
相
談
、税
金
相
談
、遺
言
相
談
に
、

弁
護
士
、司
法
書
士
、税
理
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

遺
言
な
ど
公
証
人
の
公
正
証
書
作
成
（有
料
）は
、
準

備
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
な
お
父
島
の
会
場
を
変
更
し
ま
す
。
今
回
は
奥

村
交
流
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

２
月
８
日
（日
）午
後
７
時
～
９
時 

２
月
９
日
（月
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
場
所
》
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

２
月
８
日
（日
）午
後
７
時
～
９
時 

２
月
９
日
（月
）午
前
９
時
～
午
後
５
時 

（午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
ま
で

昼
休
み
） 

《
場
所
》
母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の
方
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は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

 
０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
採
用
】
２
月
１
日
付 

医
療
課
付 

 
 

新
保 

奈
緒
子
〔
看
護
師
〕 

【
退
職
】
１
月
31
日
付
《 

》
内
は
旧
所
属 

 
 

藤
丸 

正
英
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
》 

 
 

田
中 

千
佐
都〔
看
護
師
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
12
月
19
日
～
31
日 

〇
中
国
船
対
策 

〇
関
係
機
関
年
末
挨
拶
な
ど 

     

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、２
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
２
月
９
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

〇
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

〇
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

〇
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

〇
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
２
月
26
日
（木
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ

の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら

２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し

て
お
り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
（講
習
は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午

後
５
時
の
間
で
１
時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
保
全
管
理
委

員
会
の
開
催 

 
 

本
年
度
第
２
回
目
の
保
全
管
理
委
員
会
な
ど
を
、

次
の
日
程
で
公
開
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
利
用
専
門
部
会
】 

《
日
時
》
２
月
23
日
（月
）午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
保
全
管
理
委
員
会
】 

 

《
日
時
》
２
月
23
日
（月
）午
後
４
時
～
６
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
職
員

の
募
集 

 

【
採
用
職
種
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
農
芸
員 

【
採
用
予
定
人
数
】
１
名 

【
職
務
内
容
】
農
業
関
係
の
試
験
研
究
に
必
要
な
圃

場
管
理
、
実
験
な
ど
の
補
助
、
機
械
・機
具
の
保
守

管
理
な
ど 

【
勤
務
予
定
先
】
小
笠
原
支
庁
産
業
課
亜
熱
帯
農
業

セ
ン
タ
ー
（父
島
） 

【
任
期
】
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日 

 

※
総
務
局
一
般
非
常
勤
職
員
設
置
要
網
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
、
再
度
任
用
（任
期

１
年
）さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
（再
度
任

用
は
連
続
４
回
ま
で
） 

【
応
募
資
格
】
次
の
２
点
を
全
て
満
た
す
こ
と 

 

①
健
康
で
、
か
つ
、
意
欲
的
に
職
務
を
遂
行
す
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と 

 

②
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
経
験

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と 

【
申
込
方
法
】
提
出
書
類
を
小
笠
原
支
庁
総
務
課
庶 

務
係
ま
で
持
参
（平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15 

分
）、
ま
た
は
郵
送
（簡
易
書
留
）し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
２
月
27
日
（金
）ま
で 

 

※
郵
送
の
場
合
必
着 

【
提
出
書
類
】 

 
①
一
般
職
非
常
勤
職
員
申
込
書 

 

②
レ
ポ
ー
ト
（指
定
し
た
原
稿
用
紙
に
レ
ポ
ー
ト
課
題

に
つ
い
て
６
０
０
字
以
上
８
０
０
字
程
度
で
記
述
） 

【
選
考
方
法
】 

 

《
一
次
選
考
》
書
類
選
考
（結
果
を
本
人
宛
に
電
話

連
絡
お
よ
び
郵
送
） 

 

《
二
次
選
考
》
面
接 

【
選
考
日
】 

 

《
父
島
》
３
月
６
日
（予
定
） 

 

《
東
京
》
３
月
９
日
（予
定
） 

【
選
考
会
場
】 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁 

《
東
京
》
東
京
都
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー 

【
住
宅
】
職
員
住
宅
へ
の
入
居
が
可
能
で
す 

【
そ
の
他
】
詳
細
は
小
笠
原
支
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（申

込
書
、
原
稿
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
庶
務
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

第
６
回
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者･

認
定

就
農
者
・お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
次
の
内
容
で
開
講

い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】
農
産
物
の
加
工
技
術
に
つ
い
て 

【
講
師
】
東
京
都
立
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー 

宮
森
清

勝
主
任
研
究
員
、
保
坂
三
仁
研
究
員 

【
開
講
日
】 

《
父
島
》
２
月
９
日
（月
）午
後
２
時
30
分
～ 

 

《
母
島
》
２
月
10
日
（火
）午
後
４
時
30
分
～ 

【
場
所
】 

《
父
島
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館 

 

《
母
島
》
営
農
研
修
所
本
館 

【
対
象
者
】
農
業
者
、
食
品
加
工
に
興
味
が
あ
る
・

携
わ
っ
て
い
る
方 

【
申
し
込
み
】
２
月
６
日
（金
）ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
２
―
２
１
０
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 

  
 
 
 

２
―
２
５
６
５ 

 

平
成
26
年
度
研
究
成
果
報
告
会 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
日
程
で
平
成

26
年
度
研
究
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
２
月
18
日
（水
）午
後
３
時
よ
り 

《
場
所
》
農
協
直
売
所
２
階 

【
母
島
】 

《
日
時
》
２
月
19
日
（木
）午
後
４
時
よ
り 

《
場
所
》
営
農
研
修
所
本
館 
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当
日
は
、
ど
な
た
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ

ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
の
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
２
ー
２
０
１
４ 

 

特
別
障
害
者
・障
害
児
福
祉
手
当 

  

東
京
都
で
は
、
著
し
く
重
度
の
障
害
を
も
つ
方
を

対
象
と
し
た
「特
別
障
害
者
手
当
制
度
」を
設
け
て
い

ま
す
。
手
当
の
認
定
・支
給
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

                     

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
入
会
児
募
集 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
「ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」入

会
児
（平
成
27
年
４
月
入
会
）を
募
集
し
ま
す
。 

【
入
会
資
格
】 

〇
小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
３
歳
児
（平
成
23
年

４
月
２
日
生
ま
れ
～
平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）お
よ
び
４
歳
児
（平
成
22
年
４
月
２
日
生
ま

れ
～
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
） 

 

〇
保
護
者
が
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
の
方 

 

〇
保
護
者
が
活
動
に
参
加
で
き
る
方 

【
募
集
期
間
】
２
月
５
日
（木
）～
13
日
（金
） 

【
入
会
説
明
会
】 

 

《
日
時
》
２
月
５
日
（木
）午
後
３
時
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
そ
の
他
】 

 

〇
引
き
続
き
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
も
新
た
に
申
込

が
必
要
で
す
。 

 

〇
入
会
案
内
、入
会
申
込
書
は
説
明
会
で
配
布
し
ま
す
。 

※
入
会
を
考
え
て
い
る
方
は
入
会
説
明
会
に
必
ず
お
越 

し
く
だ
さ
い
。
説
明
会
の
間
、
お
子
さ
ま
が
遊
ん
で 

い
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２
―
２
４
８
６ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
２
月
28
日
（土
）午
前
８
時
30
分
～ 

【
申
込
期
限
】
２
月
27
日
（金
）午
後
５
時
ま
で 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

小
笠
原
高
校
寄
宿
舎
食
事
賄
委
託
の

契
約
者
募
集 

 

小
笠
原
高
校
で
は
、
母
島
に
住
所
を
有
す
る
生
徒

の
寄
宿
舎
（ぎ
ん
ね
む
寮
）で
、
寮
生
の
た
め
に
食
事

賄
を
請
け
負
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

【
契
約
内
容
】
１
日
３
食
、
10
人
程
度
の
食
事
賄
を

１
年
間
を
通
じ
て
提
供
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、

高
校
の
春
季
・夏
季
・冬
季
休
業
中
は
除
く
。 

【
契
約
期
間
】
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で 

【
応
募
期
間
】
２
月
２
日
（月
）～
13
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

「接
客
マ
ナ
ー
講
習
会
」開
催 

 

商
工
会
で
は
、講
師
を
招
き
「接
客
マ
ナ
ー
講
習
会
」

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

 

接
客
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
顧
客
満
足
度

の
向
上
を
図
り
、新
規
顧
客
・リ
ピ
ー
タ
ー
の
獲
得
に

繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
テ
ー
マ
】
接
客
マ
ナ
ー
講
習
会 

【
講
師
】店
舗
活
性
化
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

村
越
和
子 

氏 

【
日
時
】 

《
父
島
》
２
月
９
日
（月
）午
後
６
時
～
午
後
９
時 

 

《
母
島
》
２
月
10
日
（
火
）
午
後
５
時
30
分
～ 

 

午
後
８
時
30
分 

【
会
場
】 

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
‐
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
参
加
費
】無
料（
筆
記
用
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
） 

※
準
備
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
気
象
状
況
な
ど
で
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

 

２
―
２
６
６
６ 

 税
務
相
談
会
の
開
催 

 

商
工
会
で
は
、
税
理
士
を
招
き
「税
務
相
談
会
」を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

税
金
に
つ
い
て
疑
問
、
ご
質
問
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
事
前
予
約
制
と
い
た
し
ま
す
の
で
商
工
会

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

２
月
９
日
（月
）午
前
９
時
～
正
午 

午
後
７
時
30
分
～
９
時 

 
 
 

２
月
10
日
（火
）午
前
９
時
～
正
午 

 

《
会
場
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室
・視
聴
覚
室

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

２
月
12
日
（木
）・
13
日
（金
） 

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
５
時 

 
 
 

２
月
14
日
（土
）午
前
９
時
～
正
午 

 

《
会
場
》
商
工
観
光
会
館
（Ｂ
‐
し
っ
ぷ
）２
階
会
議
室 

【
持
ち
物
】 

○
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
書
類 

○
26
年
中
の
売
上
や
経
費
を
ま
と
め
た
も
の 

○
25
・
26
年
に
提
出
し
た
確
定
申
告
書
・消
費
税

申
告
書
・決
算
書
な
ど
の
控
え 

 ●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

 
２
―
２
６
６
６ 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会
職
員
募
集 

 

母
島
観
光
協
会
で
は
事
務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

母
島
の
観
光
推
進
に
興
味
と
意
欲
が
あ
り
、
人
と

接
す
る
こ
と
が
好
き
な
方
大
歓
迎
で
す
。 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
勤
務
地
】
東
京
都
小
笠
原
村
母
島
字
元
地 

沖
港

船
客
待
合
所
内
事
務
所 

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
、
志
望
動
機(

８
０
０
字
程
度) 

※
メ
ー
ル
に
て
受
付 

【
応
募
締
切
】
２
月
15
日(

日) 

【
業
務
内
容
】
観
光
案
内
、
観
光
推
進
に
関
す
る
企

画
・立
案
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・運
営
、広
告
・宣
伝
、

一
般
事
務(

総
務
・経
理
業
務
ほ
か)

、
Ｈ
Ｐ
作
成
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
、
そ
の
ほ
か
観
光
推
進
に
関
わ
る
業

務
全
般 

詳
細
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
求
人
情
報
」

(h
ttp

://w
w

w
.h

a
h

a
jim

a
.co

m
/h

a
h

a
jim

a
/re

cru
i

t.cg
i )

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

 

３
―
２
３
０
０  

メ
ー
ル 

 
 
 
 

in
fo@

h
a
h

a
jim

a
.co

m
 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
２
月
の
開
館
日
】
入
港
日
か
ら
出
港
日
、
午
前 

 

８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。 

【
特
別
展
】 

《
本
館
》
「ジ
ョ
ン
万
次
郎
展
」～
漂
流
の
波
か
ら

時
代
の
波
へ
“
フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
” 

開
催
中
。 

 

《
新
館
》
「小
笠
原
諸
島
の
島
々
」～
硫
黄
三
島
、

沖
ノ
鳥
島
、
南
鳥
島
、
西
之
島
、
開
催
中
。 

 
 
 

【
講
演
会
】 

〇
う
み
ど
り
代
わ
る
変
わ
る 

《
日
時
》
２
月
24
日
（火
）午
後
７
時
30
分
よ
り 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

《
講
演
者
》
川
上
和
人
（森
林
総
合
研
究
所
） 

《内
容
》外
来
生
物
駆
除
に
よ
り
、
生
態
系
が
変
化

し
海
鳥
の
分
布
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
植
生
に
依

存
し
栄
養
を
運
び
植
物
を
踏
み
ノ
ス
リ
に
食
べ
ら

れ
る
海
鳥
。
変
化
は
さ
ら
な
る
変
化
を
呼
び
ま

す
。
過
去
の
再
来
か
新
た
な
世
界
の
到
来
か
、
変

化
の
連
鎖
を
覗
い
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

 ●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

その他 手当額 対象者 
年齢 

制限 
手当 

種類 

本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。 

月
額
２
万
６
千
円 

 

※
た
だ
し
、
次
に
該 

当
す
る
方
は
除
く 

①
施
設
入
所
者 

②
病
院
な
ど
に
３
か

月
を
超
え
て
入
院

し
て
い
る
と
き 

 

精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
く
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
「常
時
特

別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
」に
あ
る
方 

20
歳
以
上 

特
別
障
害
者
手
当 

月
額
１
万
４
１
４
０
円 

※
た
だ
し
、
次
に
該 

当
す
る
方
は
除
く 

①
施
設
入
所
者 

②
障
害
を
理
由
と
す 

る
公
的
年
金
受
給 

者 

精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
日
常
生
活
に
お

い
て
「常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
状
態
」に
あ

る
方 

20
歳
未
満 

障
害
児
福
祉
手
当 
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ス
タ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
14
開
催 

 
 

今
年
度
も
小
笠
原
の
星
ま
つ
り
、
ス
タ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
14
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
天
体
観
望
会
】 

《
日
時
》
２
月
14
日
（土
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分  

《
場
所
》
大
神
山
公
園
（お
祭
り
広
場
） 

【
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
局
公
開
】 

《
日
時
》
２
月
15
日
（日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分  

《
場
所
》
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局 

（父
島
旭
山
） 

【
宇
宙
講
演
会
】 

《
日
時
》
２
月
15
日
（日
）午
後
７
時
〜
９
時  

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

 

●
問
合
せ
先 

  
 

国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局 

 
 

 
 

 
 

 

２
―
７
３
３
３ 

                        

                         

専
門
診
療
（産
科
・婦
人
科
） 

 

【
母
島
】
２
月
22
日
（日
） 

【
父
島
】
２
月
24
日
（火
）～
27
日
（金
） 

予
約
制
に
て
開
催
し
ま
す
。
予
約
の
調
整
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
電
話
ま
た
は
来
所
く
だ
さ
い
。

予
約
は
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）午
後
１
時
30
分
～

５
時
の
間
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

尚
、
助
産
師
へ
の
相
談
な
ど
は
、
専
門
診
療
の
実
施

に
関
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

         

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

         

３
―
２
１
１
５ 

 

小
笠
原
村
診
療
所
（父
島
）歯
科
の
休
診 

 

【
休
診
日
】
２
月
12
日
（木
）～
27
日
（金
）の
期
間
、

休
診
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

午
後
外
来
の
変
更 

 

２
月
11
日
（水
）は
祝
日
に
あ
た
る
た
め
診
療
所

は
休
診
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
前
日
の
10
日
（火
）

に
午
後
も
診
察
を
行
い
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

 

２
―
３
８
０
０ 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
５ 

    

定
期
予
防
接
種 

 

２
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

２
月
５
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時 

２
月
26
日
（木
）午
後
４
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

２
月
５
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

２
月
26
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
接
種
可
能
予
防
接
種
（予
約
不
要
）】 

〇
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

〇
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（追
加
接
種
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 

  
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

健
康
診
断
結
果
説
明
会
・健
康
相
談
会 

 

昨
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た
健
康
診
断
の
結
果
を

お
渡
し
し
ま
す
。
保
健
師
、
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相

談
も
実
施
い
た
し
ま
す
。健
診
は
受
け
た
だ
け
で
は
、

効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
結
果
を
確
認
し
て
、
ご

自
分
の
体
の
声
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。 

健
康
情
報
に
関
す
る
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
の 

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
３
日
（火
）・４
日
（水
）・５
日
（木
） 

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
９
日
（月
）・
10
日
（火
） 

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

※
父
島
母
島
と
も
に
昼
休
憩
等
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
こ
の
期
間
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
村
役
場
村
民
課

お
よ
び
母
島
支
所
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。 

※
職
域
健
診
・協
会
け
ん
ぽ
の
方
の
結
果
報
告
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
に
直
接
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

結
果
説
明
・健
康
相
談
は
ど
な
た
で
も
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
結
果
報
告
書
を
ご
持

参
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

特
定
保
健
指
導
の
実
施 

 

昨
年
11
月
に
実
施
し
ま
し
た
健
康
診
断
の
結
果

に
基
づ
き
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
と
な
る
方
に

は
、個
別
に
ご
案
内
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
診
断
結
果
説
明
会
と
同
日
に
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
っ
た
方
は
、
結
果
を
受
け
取
る
だ

け
で
な
く
、保
健
師
・管
理
栄
養
士
と
の
面
接
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
40
歳
～ 

 

74
歳
未
満
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備

軍
お
よ
び
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
方 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

２月の燃料油価格変動調整金 
 

 ２月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，２６４ （970） 

２  等  品 ８，６８６ （+910） 

３  等  品 ８，１０７ （+849） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９２８ （+97） 

０．０７５トン以下 ６９９ （+73） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，６４０ （+760） ２，３２０ （+380） 

１ 等 ９，２７０ （+1,510） ４，６４０ （+760） 

村民割引 
（往復）２等 ５，５７０ （+910） ２，７９０ （+460） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２５，３００ （+2,090） １２，６６０ （+1,680） 

特 ２ 等 ３７，９５０ （+3,140） １８，９８０ （+1,570） 

１ 等 ５０，６２０ （+4,180） ２５，３１０ （+2,090） 

特 １ 等 ５８，５３０ （+4,840） ２９，２７０ （+2,420） 

特 等 ６３，３４０ （+5,230） ３１，６８０ （+2,620） 

２等（学割） ２０，２５０ （+1,680）  
２等 

（身体障害者割引） １２，６６０ （+1,050）  ６，３４０ （+770） 
村民割引 
（往復）２等 ３７，９６０ （+3,140） １９，０００ （+2,300） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，５７６ （＋938） 

２  等  品 １５，４３１ （＋873） 

３  等  品 １４，１９６ （＋804） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６６１ （＋94） 

０．０７５トン以下  １，２３６ （＋70） 
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ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 
気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
２
月
６
日
（金
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

入
口 

【
内
容
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
２
―
３
９
３
９ 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

※
今
月
父
島
で
は
、
歯
科
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
12
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
２
月
19
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
講
演
会
「拾
っ
て
わ
か
っ
た
！
落
し
物
が
語
る
ア

カ
ポ
ッ
ポ
の
島
暮
ら
し
」 

 

【
日
時
】 

 

《
母
島
》
２
月
２
日
（月
）午
後
７
時
10
分
～ 

 

《
父
島
》
２
月
３
日
（火
）午
後
７
時
30
分
～ 

【
場
所
】 

 

《
母
島
》
村
民
会
館 

 

《
父
島
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

【
内
容
】
落
し
物
に
は
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
暮
ら
し
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
固
有
種
い
っ
ぱ
い
、
外
来
種
も

い
っ
ぱ
い
の
小
笠
原
で
ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
ど
の
よ
う

に
食
べ
物
を
選
ぶ
の
か
？
最
新
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
と

野
外
調
査
に
よ
っ
て
、落
し
物
の
声
を
聞
き
ま
す
。 

【
講
演
者
】安
藤
温
子
（京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
） 

【
共
催
】
あ
か
ぽ
っ
ぽ
ネ
ッ
ト
、
小
笠
原
環
境
計
画

研
究
所 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
環
境
計
画
研
究
所 

 

３
―
７
５
５
５ 

 
 

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

 

２
―
３
７
７
９ 

 

環
境
省
に
よ
る
父
島
属
島
で
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
用
い
た
殺
鼠
剤
散
布
の
中
止 

 

環
境
省
が
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
予
定
し
て
い

た
兄
島
な
ど
で
の
ネ
ズ
ミ
類
対
策
の
た
め
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
殺
鼠
剤
の
空
中
散
布
に
つ
い
て
、
中

止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

１
月
16
日
に
「環
境
省
に
よ
る
父
島
属
島
の
殺
鼠
剤

散
布
中
止
に
関
す
る
説
明
会
」を
開
催
し
、
殺
鼠
剤
の
安

全
性
評
価
に
関
わ
る
資
料
の
一
部
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ

と
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
不
足
の
指
摘
を
受
け

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
後
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
頂
き
な
が
ら
、
今
回
の
資
料
の
誤
り
や
こ
れ
ま

で
の
事
業
に
つ
い
て
の
検
証
・評
価
を
進
め
ま
す
。 

な
お
、
依
然
と
し
て
小
笠
原
諸
島
の
生
態
系
は
、
外

来
ネ
ズ
ミ
類
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
他
の
方
法
に
よ
る
兄
島
で
の
緊
急
的
な
ネ
ズ

ミ
対
策
の
検
討
も
併
せ
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
れ
ら
の
検
討
状
況
の
詳
細
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

は
、
別
途
説
明
会
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
ご
報
告
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
今
シ
ー
ズ
ン
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
来
遊
状
況 

 

今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
発
見
さ

れ
て
か
ら
、
３
か
月
近
く
経
ち
ま
し
た
。
毎
年
実
施

し
て
い
る
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
定
点
観

測
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
発
見
頭
数
が
徐
々
に
増

え
て
き
て
お
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
傾
向
と
し
て
は
、

例
年
並
み
で
推
移
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
数
年
、
シ
ー
ズ
ン
序
盤
に
子
ク
ジ
ラ
を
確
認

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

出
産
時
期
が
早
ま
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

今
後
、
観
測
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
傾
向
が

分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状

況
や
個
体
情
報
を
解
明
す
る
た
め
、
尾
ビ
レ
腹
面
の

写
真
を
使
っ
た
個
体
識
別
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
り
を
始

め
ま
す
。
尾
ビ
レ
の
写
真
を
持
っ
て
い
て
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
作
り
に
協
力
し
て
頂
け
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

こ
れ
か
ら
、
本
格
的
な
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
部
の

種
類
や
地
域
で
は
、
過
度
な
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
活
動
に

よ
っ
て
、
行
動
や
繁
殖
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
小
笠
原
で
は
、
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
た
め
の
自
主
ル
ー
ル
を
設
け
て
お
り
、
ヒ

ゲ
ク
ジ
ラ
類
全
種
と
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
に
適
用
し
て

い
ま
す
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
ｍ
以
内
は
減
速
水
域
と
す
る
。 

②
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
ｍ
以
内
を
侵
入
禁
止
水
域
と

す
る
（マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
に
つ
い
て
は
50
ｍ
）。 

③
鯨
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

 

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
安
全
に
、
そ
し
て
安
心

し
て
楽
し
む
た
め
に
も
、
今
後
も
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守

に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
船
舶
で

航
行
す
る
際
に
は
、
鯨
類
の
噴
気
に
注
意
す
る
だ
け
で

な
く
、
航
行
速
度
な
ど
に
も
注
意
し
、
衝
突
な
ど
の
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

   

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
165 

 

◎
飼
育
ウ
ミ
ガ
メ
紹
介 

 

今
月
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
で
飼
育
し
て
い
る
ウ
ミ

ガ
メ
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
】 

昨
夏
に
生
ま
れ
た
子
ガ
メ
も
、
今
で
は
甲
長 

15
ｃ
ｍ
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
泳
ぐ
の
は
苦

手
な
よ
う
で
手
を
パ
タ
パ
タ
さ
せ
て
い
る
可
愛
い

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
１
２
０
頭
飼

育
中
で
す
。
他
に
も
キ
ャ
ベ
ツ
が
大
好
き
な
食
い

し
ん
坊
「コ
ー
タ
」や
白
い
個
体
（ア
ル
ビ
ノ
）も
２

頭
い
ま
す
。 

【
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
】 

 
 

１
９
８
９
年
に
小
笠
原
で
生
ま
れ
た
珍
し
い
個

体
で
す
。
過
去
の
調
査
で
も
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産

卵
は
２
回
し
か
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
「な
っ 

ち
ゃ
ん
」の
名
前
で
親
し
ま
れ
、隠
れ
た
フ
ァ
ン
も

た
く
さ
ん
い
る
よ
う
で
す
。 

【
タ
イ
マ
イ
】 

 
 

１
９
９
９
年
に
沖
縄
県
の
黒
島
で
生
ま
れ
、
遠

く
小
笠
原
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
綺
麗
な
甲
羅
の

色
か
ら
「キ
イ
ロ
」と
「ア
ズ
キ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。 

ウ
ミ
ガ
メ
と
言
っ
て
も
種
類
が
違
う
と
顔
も
甲
羅

も
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
同
じ
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
で
も

よ
く
見
る
と
違
い
が
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

だ
名
前
の
付
い
て
い
な
い
ウ
ミ
ガ
メ
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
自
分
の
お
気
に
入
り
を
探
し
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 
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イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うち

むら かずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早く

みなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に

挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

― 村民課福祉係 ― 

―  第１８０号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：先月、「特定保健指導のご案内」というのが届いたのですが、忙しいし、大丈夫だと思

うんだけどな。また注意されちゃうなぁ。 

保健師：クジラさん、健康づくりのチャンスですね！「指導」という名前ではありますが、一方

的なものにせず、皆さんの日頃の生活習慣を見直す機会としています。健康づくりの主

役はクジラさん自身。保健師や栄養士を活用して、一緒に健康について考えてみましょ

う！この機会を利用して、ダイエットに成功したり、結果が良くなった方もいますよ。 

クジラ：健康づくりのチャンスかぁ。実はもう少しお腹周りを減らしたいし、行ってみようかな。 

保健師：会場でお待ちしています！当日来られない方は、役場や母島支所でも相談可能ですので、

お問い合わせくださいね。受診が必要な方は、早めに受診しましょう！ 

 

１１月に実施した小笠原村健康診断の結果を 

返却いたします！ 

健康診断は、病気の早期発見、早期治療のほか、検査結果から身体の発する危険信号を読み取り、生活習慣の改善を

促し、病気を予防するといった大切な役割を担っています。１１月に実施した健康診断も多くの人が健康管理のために

受けられました。さて、ここからが本番です。小笠原村では、結果説明会を開催し、結果をお渡ししています。健診結

果を受け取り、ご自身の身体ともう一度向き合いましょう！ 

40歳以上 75歳未満の方については、健康診断の結果に基づき、メタボリックシンドロームの判定・特定保健指導を

行っています。 

 

結果返却会場には栄養士・保健師がいます。わからない言葉や疑問に思ったことがあれば質問してください。また、

高血圧などそれぞれの疾病に関するパンフレットのお渡しや、食品サンプルの展示もしますので、そちらも参考にし

てください。 

すでに結果を受け取っている方も、健診結果で疑問に思うことがあれば、ぜひ会場にお越しください。 
 

 

☆健康診断結果説明会の日程につきましては、健康・保健のコーナーのページをご覧ください☆ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://note.chiebukuro.yahoo.co.jp/detail/n148478&ei=n0urVPDCGYT-8QWX_oDIDg&bvm=bv.82001339,d.dGc&psig=AFQjCNEun0UzguTu1mP2shnw802G3XsK-w&ust=1420598551106082


世界自然遺産に関する村民意見交換会（父島）

高校図書館開放

　　　　入港日

講演会「拾ってわかった！落し物が語るアカポッポの島暮らし」（母島） 　　　　出港日

小笠原高校寄宿舎食事賄委託の契約者募集期間（～１３）

健康診断結果説明会・健康相談会（～４）父島

講演会「拾ってわかった！落し物が語るアカポッポの島暮らし」（父島） 農業センター研究成果報告会（父島）

　　　　出港日

農業センター研究成果報告会（母島）

小笠原中学校学校公開（～６） 乳幼児健診（母島）

ちびっこクラブ入会児募集期間（～１３）

ちびっこクラブ入会説明会 父島動物巡回診療申込締切

定期予防接種

ノヤギ駆除

入園説明会 　　　　入港日

ヘルスアップ教室（父島）

ノヤギ駆除

小笠原中学校 道徳授業地区公開講座 芝税務署・東京税理士会による出張申告相談（～２３）母島

森林生態系保護地域保全管理委員会の開催

　　　　入港日 専門診療（産科・婦人科）母島

第28回くらしの法律・税金相談（～９） 高校図書館開放

高校図書館開放 森林生態系保護地域保全管理委員会の開催

税務相談会の開催（～１０）母島

東京都交響楽団メンバーによる弦楽四重奏（父島）

健康診断結果説明会・健康相談会（～１０）母島 　　　　出港日

母島巡回労働相談 ビジターセンター講演会

父島保育園児募集・申込期間（～２０） 専門診療（産科・婦人科）父島（～２７）

第６回農業者セミナー開講（母島） 芝税務署・東京税理士会による出張申告相談（～３/1）父島

「接客マナー講習会」開催（父島）

東京都交響楽団メンバーによる弦楽四重奏（母島）

「接客マナー講習会」開催（母島） 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

第６回農業者セミナー開講（父島） 定期予防接種

診療所午後外来あり

　　　　出港日 　　　　入港日

診療所午後外来なし 東京都専務的非常勤職員の申込締切

税務相談会の開催（～１４）父島 父島動物巡回診療（～２８）

行政相談所の開設 原付免許学科試験申込締切

小笠原村診療所（父島）歯科の休診（～２７） 原付免許学科試験の実施

第１回教育委員会

父島保育園非常勤職員（保育補助員）の募集締切

　　　　入港日

スターアイランド14開催（～１５）

小笠原母島観光協会職員募集締切

高校図書館開放

火17

日付 曜日 行　事　予　定

15 日

10 火

2

27 金

28 土

23

行　事　予　定日付 曜日

16 月

25 水

26 木

水18

19 木

20 金

24 火

22 日
7 土

火

8 日

21 土

月

日

4 水

5 木

6 金

月

1

3

14 土

11 水

9 月

13 金

12 木

建国記念の日 


